
日だけ ときめられてお D.国民みん ながそれを守 ってVlる｡

このようvc国全体が観光vc気を使 ってお 9, 日分速だけが生活 してゆけれ ば何で も上い,他人は

一切 かかまいなしとい うのではな く,他人が外 から眺 めても気分が良V}上うに配慮 して,国全体が

調和 と統一の美をなしているO さすがは生活の余裕 と歴史の重みの あるヨー ロッパだなと感心させ

られたoわが国で も, この ようなヨー ロ,パの良V,点 はまねて,で きるだけ花LJlっばha)生活をす

るよう,建物VCは高さの基準を きめるよう,そ して紙 くずを散 らかさない 上うにす るなどすれ ば.

少 しずっでも私達の生活vcうるほ V,を持 っことがで き,暮 し易 くなるa)ではなV,だろ うか.

ゾ ウの道 と コカ コー ラ

門 村 浩

束アフ リカのケニアでの地形調査 の とき.たい-ん お世話 になったものの中に,ゾウの道 とコカ

コー ラなどビン詰 めの清涼飲料水があるO これ ら2つの ものは,あ る意味 で東 アフリカの現代にお

ける状況を象徴 してVlる.

1971年に再度ケニアを訪れた目的のひとつは,熱帯半乾燥地域におけ る基盤岩の風化断面の

特徴を調べ,その地形形成に果 たす役割 を検討す ることであった｡ このため,-ソマ一 夜麗源 とす

る簡易地護探査を,ペデ ィメン トや基盤岩を切 る平原の上 で行 なったO時期 け ら上うど乾季 であっ

たので,乾 性サバンナやブ ッシ ュラン ドであれば草 が枯れてhるので,どこ- でも簡単 に測線が展

開で きると考えていた. ところが.地図や空中写真上で選ん だ現場に行 ってみると,有利性の背丈

の低いブ ッシ ュが意外vc密生 してか9,測線を思 った エうKは展開で きないO トゲにさされ ながら

適当な場所は なV,か と探 しているうらに眼に とまったのが,ブ ッシュの中を縦横に走 っているゾウ

の道である.中vcは, まだ真新 しhフンの ころが って いるも0.もあrD.ゾウが近 くにいることが予想

され る場合 もあったが,恩 V}きって作業をすす めることに したO ゾウの道 は,決 して真直 ぐではな

かったが,それでも作業の能率 を大いに上げさせて くれた.

ところで,束 アフ I)カの国立公園では,前にも書 いた (地理 17巻 5号 )ように,ゾウの過集中

に起凶する植生 の破壊に悩 まされている｡人間の活動範囲の拡大に エa. ゾウの主たる生息傾城が

国立公園のような狭い地域に限定 されたためである. ツ 丁ポ国立公園では,空 中写真でみ ると, ウ

ォー ター ･ホー}t･か ら無数のゾウの道が放射状につけ られているところが ある｡ これは.植生が破
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壊 され,裸地が拡大 してV'っていることを示すO 事実,バオバブをはじめ,木本類 も急速に破顔 さ

れっっあるCjである.熱帯半乾燥地域におけ る人為の影響に よる自然生態系ej破壊 として とらえな

ければなら覆い現象で あるO

コカコー ラは.世界を制覇 したといわれてVlるO東 771)カVCかV'ても, このことはあたってLn

ら. この地域 で安心 して飲 める水は,ピン詰 めの清涼飲料水である. せして,乾燥 した地域では,

唯一の飲める水である｡人口の まば らな遊放民の生活する辺境であっても,卓rJ通れ る道路 さえあ

れば,部落の店でナイロビから運んだ ｢文明の水｣を売っている｡ この水には,ずLl分お世話 にな

った. しか し,これは高V,水であD.現金収入のほ とん どをh遊放民には無縁の水に近い. また,

かれらに とっては,車の通 る道 もそれほ どあ Dがたいものでは夜ho モ ウモウと砂ポコ 1)をあげて

卓が走って くると,かれ らVj:あわてて逃げるO家畜を追 う場合vcは,道路 をさけ,草原 やブ ッシュ

の中を道路 と平行 に移動 してLlるO道端のアカ./了の木かげで休んでいたラクダを追 うボラソ族の

老人が,われわれ の車を止め, 〝NotakamaziKidogo.〟 〔水を少 し分けて くれ )といった こ

とばは,ナイロビ - 7ディス ･アベバ道路建設のキャンプrL)ために触削された深井戸に,もらb

水のため集 まる人 々の姿 とともに.たい-ん印象的であった｡

韓 国 触 感

鈴 木 秀 夫

vlろVlろ多 くrJ国を見たが,今度の韓国旅行は, もっとも魅力rJあるものだ った.語 bたいこと

はた くさん あるが,はじめて女子大学で講義をす ることになった今, 日頃感 じてい ることを含 めて

小文を書Llてみたho

あらゆる学問は観察にはじまるO ところが,こともあろ うに地理学 では観察にもとづV,ていない

ことが多ho地球表 面が研究対 象であるe)だか ら,その全体を観察するとV,うことは.一人の人間

として事実上不可能ではあるが.旅行の機会を少 しで も多 くとらえ ることは大切なことである.

ところで旅行 をすると,我 々の感覚を とらえ る事柄 は実に多様 だO入国手続 きをする時の表現 し

きれ ない輿国感,言葉の遠Vl.タクシー をつか まえる時.ホテノレ,食事o これ らは,何rJ専門家で

あろ うと, もっとも強 く感覚 を とらえ られ るものであるに違いない. ところが多 くの専門家は,早

く自分の専門へ蘭心 到脱走す ることを始める.地形学者は地形の違いに臼を こらす ようになるO匡1
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